
2024年度追加オークションの開催検討と

需要曲線の原案について
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2１．はじめに

◼ 2024年度追加オークション（対象実需給年度:2025年度）については、募集要綱を1月に公表、
参加登録を2月より開始し、準備を進めているところ。

◼ 今回は、追加オークションの開催判断に向けて、最新の需要想定等をもとにした需要曲線の原案や、
確保されている供給力や需要曲線に織り込む供給力の最新情報を示すもの。



3（参考）追加オークションの需要曲線の原案の策定と公表について

◼ 広域機関は、需要曲線の原案を作成し、契約変更、需要想定、必要供給力等の各種状況変化を
考慮した上で算定した供給力とともに、原案を国の関連審議会に提出し、実施要否の意見を求める
こととなっている。

◼ その後、国の関連審議会等からの意見を踏まえ、需要曲線等を決定し、追加オークションの開催に
ついて、公表することとなっている。

＜広域機関 業務規程（抜粋）＞

（追加オークションの実施判断）
第32条の21 本機関は、次年度の必要供給力にかかる追加オークションの実施の要否を判断するため、調達オークションで募集する供給力
と価格の関係を示した曲線（以下「調達オークション需要曲線」という。）の原案を策定する。
2 本機関は、前項の規定により策定した調達オークション需要曲線の原案及び次の各号に掲げる事項を考慮した上で算定した、確保して
いる供給力に基づき、調達オークション又はリリースオークションの実施の要否を判断する。ただし、本機関は、当該判断に先立ち、メイン
オークションの容量提供事業者に対し、容量確保契約の変更、解除又は解約を申し出るかどうかを確認するものとする。
一 メインオークションの容量提供事業者による容量確保契約の変更、解除又は解約及び実需給年度開始の２年前に実施する実効
性テストの結果に伴い減少したメインオークションの約定総容量

二 メインオークションの実需給年度における一般送配電事業者たる会員の供給区域需要の想定の増減又は予備力及び調整力の適
切な水準の変更等に基づき見直した必要供給力

三 メインオークションの容量提供事業者が第３２条の３４第３項第１号に規定する容量停止計画の調整業務に基づく調整状況
四 一定の蓋然性が認められる容量確保契約容量以外の供給力として、国の関連審議会等により整理された供給力

３ 本機関は、前項の規定により、リリースオークションの実施が必要と判断した場合、リリースオークションで募集する供給力と価格との関係
を示した曲線（以下「リリースオークション供給曲線」という。）の原案を策定する。

４ 本機関は、第１項及び前項の規定により策定した原案を国の関連審議会等に提出し、第２項の規定により判断した追加オークション
の実施の要否について意見を求める。

５ 本機関は、前項の国の関連審議会等からの意見を踏まえ、追加オークションの実施及び当該追加オークションに係る調達オークション
需要曲線又はリリースオークション供給曲線を決定する。

6 本機関は、前項の規定により決定した調達オークション需要曲線又はリリースオークション供給曲線と併せて追加オークションを実施する旨
を本機関のウェブサイトへの掲載等の方法によって公表する。

（2024年4月改定予定版より）
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◼ 直近の2024年度供給計画にもとづく2025年度全国H3需要※は1億5,882万kWであった。

◼ 2021年度メインオークション時点と比較して、約46万kWの増加であった。

２．2024年度追加オークションの需要曲線の原案について
①直近の供給計画にもとづく需要想定

※1 北海道、東北、北陸エリアは1月断面、その他エリアは8月断面

北海道 東北 東京 中部 北陸 関西 中国 四国 九州 9社計※3

H3需要※2 498 1,337 5,323 2,448 496 2,711 1,035 488 1,529 15,865

H3需要※2

（離島除き）
497 1,333 5,320 2,448 496 2,711 1,033 488 1,511 15,836

＜参考＞2021年度メインオークション時のH3需要＜2021年度供給計画（2025年度断面）＞

※2 北海道、東北エリアは1月断面、その他エリアは8月断面

単位：万kW

※3 四捨五入の関係で合計が合わないことがある

※3 四捨五入の関係で合計が合わないことがある

北海道 東北 東京 中部 北陸 関西 中国 四国 九州 9社計

H3需要※1 503 1,342 5,455 2,412 487 2,656 1,038 475 1,544 15,912

H3需要※1

（離島除き）
502 1,338 5,452 2,412 487 2,656 1,036 475 1,524 15,882

2024年度追加オークション時のH3需要＜2024年度供給計画（2025年度断面）＞ 単位：万kW

※離島除き
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◼ 供給信頼度評価の考え方について、2021年度メインオークション実施以降に整理された内容を反映
し、目標調達量を算定した。

（1）第60回電力・ガス基本政策小委員会において、供給信頼度評価の考え方について整理

（2）第89回制度検討作業部会において、供給信頼度評価の精度向上について整理

２．2024年度追加オークションの需要曲線の原案について
②供給信頼度評価について

第60回電
力・ガス基本
政策小委員
会資料より

（1）



6（参考）供給信頼度評価の精度向上に関する整理（1/2）

第89回制
度検討作業
部会資料よ
り

（2）



7（参考）供給信頼度評価の精度向上に関する整理（2/2）

第94回調整力
及び需給バラン
ス評価等に関
する委員会資
料より

（2）
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◼ 最新諸元を用いて算定した2024年度追加オークションにおける目標停電量は0.033kWh/kW・
年となり、目標調達量は1億8,399万kWであった。

◼ 目標調達量は2021年度メインオークション(対象実需給年度：2025年度)時点の目標調達量と比較
すると、変化した容量は＋700万kWであった。

２．2024年度追加オークションの需要曲線の原案について
③目標調達量の算定について（1/2）

全国H3需要
（離島除き）

[万kW]

偶発的
需給変動
対応 [%]

厳気象対応 [%]
稀頻度リスク
対応 [%]

容量市場・供給計画に
おける目標停電量
[kWh/kW・年]

持続的需要
変動対応

[%]

追加設備量
[%]※2

目標調達量
[万kW]夏季・冬季 春季・秋季

2024年度
追加オークション

(対象2025年度)
15,882 6.7 3.4 3.0 1※1 0.033 2※1 2.7 18,399

【参考】
2021年度

メインオークション
(対象2025年度)

15,836 6.3 ２ ０ 1 0.048 1 1.4 17,699

＜2024年度追加オークションの目標調達量算定結果＞

※1 第81回調整力等委員会において整理されたEUE算定方法を反映
※2 春季・秋季の厳気象対応・稀頻度リスク対応を安定電源の補修調整で対応する場合の試算値



9２．2024年度追加オークションの需要曲線の原案について
③目標調達量の算定について（2/2）

◼ 目標調達量は、2021年度メインAXと比較して、需要想定や厳気象対応、追加設備量等、各設定
項目においてそれぞれ増加し、全体で4％の増加となっている。

設定項目
2024年度
追加AX

2021年度
メインAX

（差） 備考

目標調達量※1 18,398.9 17,699.1 （+699.8） ①+②+③+④ 寄与度*+4.0%

①全国H3需要 15,882.4 15,836.3 （+46.1） ー 寄与度*+0.3%

②偶発的需給変動分 1,770.0 1,476.5 （+293.5）
目標EUE0.033 (追加)
基準EUE0.048 (メイン)

寄与度*+1.7%

a.必要予備率 1,071.2 1,001.4 （+69.8）
LOLP0.3日/月に相当する
EUE0.407kWh/kW・年で算定

b.厳気象対応 540.0 316.7 （+223.3）
夏冬：H3需要×3.4%(追加)
夏冬：H3需要×2.0%(メイン)

c.稀頻度リスク 158.8 158.4 （+0.4）
通年：H3需要×1.0%(追加)
夏冬：H3需要×1.0%(メイン)

③追加設備量 428.8※2 228.0 （＋200.8）
年間停止可能量1.9ヵ月
H3需要の2.7％

寄与度*＋1.1%

④持続的需要変動分 317.6 158.4 （+159.2）
H3需要の2.0％(追加)
H3需要の1.0％(メイン)

寄与度*+0.9%

*：2021年度メインAX
の目標調達量比

※1 四捨五入の関係で合計が合わないことがある
※2 春秋分の厳気象対応、稀頻度リスクは安定電源の補修調整(追加設備量）で対応を行った場合で試算

（厳気象対応、稀頻度リスクは夏冬の供給力分を加算）

（単位：万kW）



10２．2024年度追加オークションの需要曲線の原案について
④NetCONEの算定について

◼ NetCONEの算定方法については、第47回の本検討会において、他市場収益の考え方等についてご
議論いただき、抜本的に見直すべき等含め、様々ご意見を頂いている。

◼ また、国の審議会（第88回制度検討作業部会）では、適切な市場価格と需要曲線の在り方につ
いてどのように考えるかといった検討の視点が提示され、今後検討が進められる状況。

◼ その動向を注視しつつ、今回はこれまでの整理に基づき、算定を行った。

第88回制度
検討作業部
会資料より



11２．2024年度追加オークションの需要曲線の原案について
④NetCONEの算定について

項目
2024年度

追加オークション
実需給年度:2025年度

2021年度
メインオークション

実需給年度:2025年度

諸元

モデルプラント CCGT CCGT
経済産業省 総合資源エネルギー調査会 発電コスト検証WG
長期エネルギー需給見通し小委員会に対するコスト等の検証に関する報告
「（参考資料2）各電源の諸元一覧」）の「LNG火力」

コスト評価年数 40年 40年 ―

インフレーション率 13.62％ 3.13％
内閣府 国民経済計算（GDP統計）
GDPデフレータ（暦年：1-12月）総固定資本形成
基準年（2014年）：99.1％、2023年：112.6％

40

年
運
転
に
必
要
と

な
る
コ
ス
ト
の
加
味

評価期間の
期待インフレ率

0.52% 0.34%
総務省統計局 消費者物価指数（コアCPI）
全国の生鮮食品除く総合の「消費者物価指数」
期待インフレ率 ＝ 0.4×前年度のコアCPIの変化率＋0.6×前年度の期待インフレ率

系統接続費 1.56千円/kW 1.56千円/kW 接続契約に基づく実績値（工事費負担金の実績の平均値から設定）

経年に伴う修繕
費等の増分費用

3万円/kW程度 3万円/kW程度 発電コスト検証WGに基づくヒアリング結果（30,861円/kW）

評価期間の割引率
（税引前WACC）

5% 5%
税引前WACC ＝ 自己資本比率 × 自己資本コスト /（1 – 実効税率）

＋ 他人資本比率 × 他人資本コスト

容量市場以外からの収益 5,158円/kW 4,800円/kW 
第47回容量市場の在り方等に関する検討会
容量市場以外からの収益＝GrossCONEの34%(15,171円/kW×34%)

◼ 最新の諸元をもとに算定された2024年度追加オークションのNetCONEは10,013円/kW※であった。

◼ また、需要曲線における上限価格（NetCONEの1.5倍）は、15,019.5円/kWであった。

赤枠は今回更新箇所

※2024年度追加オークションで算定されたGrossCONEは15,171円/kW
※2021年度メインオークションで算定されたNetCONE（9,372円/kW）と比較すると＋641円/kW



12２．2024年度追加オークションの需要曲線の原案について
⑤最新の諸元等にもとづいた需要曲線の原案

◼ 最新の供給計画や経済指標等にもとづいた需要曲線の原案は以下となった。

➢ Net CONEは10,013円/kW、目標調達量は1億8,399万kW

➢ 上限価格は15,019.5円/kW、上限価格における調達量は1億8,286万kW

調達価格ゼロにおける調達量は1億8,955万kW

価格[円／kＷ]

15019.5
(上限価格)

10,013
（指標価格)

182,862,450
(上限価格における調達量)

183,988,969
(目標調達量)

189,545,692
(調達価格ゼロにおける調達量)

調達量[kＷ]



13（参考）需要曲線の形状

第40回容量市場の
在り方等に関する検
討会資料より



14３．確保されている2025年度供給力について

◼ 追加オークションの開催判断にあたり確保されている供給力については、①メインオークションの契約
容量、②市場退出（発動指令電源の実効性テスト内容を含む）の反映、③FIT電源等の期待
容量、④容量市場外の見込み供給力、⑤石炭とバイオマスの混焼を行うFIT電源の供給力をもと
に算定を実施し、1億8,418万kWであった。（メインオークション時点の供給力に対して5万kWの減少）

項目
追加オークション
開催判断時

2021年度
メインオークション

（実需給年度:2025年度）

追加オークション開催判断時の算定諸元

確保されている
供給力

18,418万kW 18,423万kW※ ①＋②＋③＋④＋⑤

①メインオークション時の
契約容量

16,534万kW ー

②市場退出量 ▲523万kW －
安定電源・変動電源（単独・アグリ） ：▲343万kW
発動指令電源 ：▲179万kW

③FIT電源等の期待容量 1,545万kW 1,336万kW
導入量 ：2024年1月末時点の実績
調整係数：2024年度供給計画（2025年度断面）

④容量市場外の見込み
供給力

186万kW －
一定の蓋然性のある供給力 ：120万kW
BS電源のひっ迫時に活用できる供給力 : 66万kW

⑤石炭とバイオマスの混焼を
行うFIT電源の供給力

674万kW 553万kW
導入量 ：2024年1月末時点の実績
供計ベースで織り込み。

（メインオークションにおいて織り込んだ追加オークションで調達を予定している供給力（317万kW）を除く）（四捨五入の関係で合計が合わないことがある）



15３．確保されている2025年度供給力について
①メインオークション時の契約容量

◼ 2021年度メインオークション（対象実需給年度：2025年度）における容量確保契約容量は、
1億6,534万kW（165,342,148kW）であった。

2021年度容量市
場メインオークション
約定結果より



16３．確保されている2025年度供給力について
②市場退出量の見込み（1/2）

◼ 安定電源や変動電源の市場退出量は、約343万kW（3月8日時点の市場退出表明書ベース）
の見込みであった。

◼ このうち、メインオークション実施後に国の審議会で部分退出することとして整理された、ブラックスター
ト電源の部分退出は、約134万kWであった。

◼ また、発動指令電源の区分における市場退出量は、約179万kW（事業者報告ベース）であった。

◼ 実需給2025年度分の市場退出の見込みは、合計で約523万kWであった。

◼ なお、ブラックスタート電源が部分退出した容量については、容量市場外の供給力として一部ひっ迫時
において活用され、その容量は66万kW※となっている。

区分
メインオークション時点

の契約容量
市場退出

見込み容量
市場退出を反映した

契約容量
（参考）
退出割合

安定電源
変動電源

16,059
▲343

（うち、BS分▲134）
15,716 2.1％

発動指令電源 475 ▲179 296 38％

合計 16,534 ▲523 16,011 3.2％

単位：万kW＜市場退出の見込み容量（対象実需給年度：2025年度分）＞

※2024年供給計画における確認をもとに集計

（四捨五入の関係で合計が合わないことがある）



17（参考）ブラックスタート電源の一部市場退出について

◼ 2024～2026年度の容量市場のメインオークションで落札した後に、ブラックスタート機能（以下BS
機能）公募に基づく既契約により、ブラックスタート電源（以下、BS電源）に対して必要kW・kWh
を通知することとなった。

◼ 容量市場のリクワイアメントを達成することでBS機能を提供可能な状態を維持できない可能性がある
ことから、国の審議会において、BS機能の提供にかかる供給力と容量市場の契約容量と重複する部
分について、容量市場から部分退出することと整理された。

◼ なお、退出した容量についても、一部を容量市場外の供給力として扱うことされている。

第85回制度検討作業部会資料より



18

第85回制
度検討作業
部会資料よ
り

（参考）容量市場におけるBS機能の必要容量（純揚水等）の扱い

◼ 退出した容量についても、容量市場外の供給力として扱うことされている。



19３．確保されている2025年度供給力について
②市場退出量の見込み（2/2）

◼ 発動指令電源の市場退出量について、実効性テスト結果（事業者報告ベース）や市場退出表明
書の提出状況（3月8日時点の見込み）について確認を行った。

◼ 発動指令電源は、電源等リストの未提出分が27万kW、実効性テストの未達成容量が152万
kWであり、合計179万kWであった。（メインオークションの約定量から約38％※1の市場退出）

◼ また、メインオークションの契約電源のうち、テスト実績で契約容量を超えた容量は約48万kWであった。

①メインオークション
約定容量

②減少容量
減少を反映した

契約容量（①-②）

475
電源等リスト未提出 ▲27※2

▲179
（約38％）

296
実効性テストの未達容量 ▲152※2

なお、実効性テストによりメインオークションの契約容量を超える供給力として確認された容量は、メインオークションの契約あり分（48万kW）
と、実効性テストのみ参加の契約なし分（43万kW）を合わせて91万kWであった。
この部分については、実需給期間に確実に供給力を提供するために現在の契約のリソースとして活用するか、追加オークションが開催された場
合に参加するかは事業者の判断となるが、もし追加オークションへ参加して約定した場合には追加的な供給力となる。

＜発動指令電源の実効性テストの反映状況（対象実需給年度：2025年度分）＞ 単位：万kW
※2 四捨五入の端数処理をした値

※1 約定容量に対し、実効性テストの達成率が低い状況に鑑みると、なんらかの応札容量の実効性を高める
インセンティブ等の仕組みか必要か。（例えば、実効性テストの達成率に応じて、各事業者が導入上限超
過時に約定処理において優先的に約定される仕組み等）＜今後検討＞

（実効性テストの反映状況の結果は、調整係数の反映後の契約容量となり、今回の2025年度の調整係数は100％で算定している）



20（参考）電源等リストの未提出の状況

電源等リストの未提出
による退出容量

電源等リストの
未提出契約数

対象実需給年度:2024年度
（2022年2月の未提出分）

11.6万kW（2.8%）
＜契約容量計：415万kW＞

22契約
＜契約数計:128＞

対象実需給年度:2025年度
（2023年2月の未提出分）

27.2万kW（5.7%）
＜契約容量計：475万kW＞

34契約
＜契約数計:165＞

対象実需給年度:2026年度
（2024年2月の未提出分）

47.3万kW（8.1%）
＜契約容量計：584万kW＞

68契約
＜契約数計:253＞

＜参考＞
2022年度の実効性テストの状況（第49回容
量市場の在り方等に関する検討会資料より）

（2026年度は速報値）（電源等リストの未提出の状況は、調整係数の反映前の契約容量で算定している）



21３．確保されている2025年度供給力について
③FIT電源等の期待容量

◼ FIT電源等の期待容量の最新の実績は、1,545万kWであった。

◼ 2021年度メインオークション時点と比較すると＋209万kWであった。

2021年度容
量市場メイン
オークション約定
結果より



22３．確保されている2025年度供給力について
④容量市場外の見込み供給力

◼ 容量市場外で一定の蓋然性がある供給力については、第79回制度検討作業部会において控除
量を120万kWとして整理されている。

第79回制度
検討作業部
会資料より



23３．確保されている2025年度供給力について
⑤石炭とバイオマスの混焼を行うFIT電源の供給力

◼ 石炭とバイオマスの混焼を行うFIT電源の供給力※については、第78回制度検討作業部会におい
て、翌年度に実需給が迫っている段階において、FITの適用を辞めて容量市場に入札することは実際
には想定しにくいことから、確保している供給力として追加オークションの開催判断を行うことと整理さ
れている。

◼ 2024年度追加オークションの需要曲線の原案の作成において最新の諸元により集計を行い、石炭と
バイオマスの混焼を行うFIT電源の供給力は674万kWであった。

第78回制度
検討作業部
会資料より

※調達オークションが開催された場合においては、FIT制度から二重に対価を得ないことを前提にオークションに参加することも可能



24（参考）石炭とバイオマスの混焼を行うFIT電源の扱いについて（1/2）

第30回制度
検討作業部会
資料より



25（参考）石炭とバイオマスの混焼を行うFIT電源の扱いについて（2/2）

第31回容量
市場の在り方
等に関する検
討会資料より
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◼ 全国オークションの開催判断の諸元として、目標調達量および確保されている供給力について、メイン
オークション時からの増減の確認を行ったところ、確保されている供給力（1億8,418万kW）は、目
標調達量（1億8,399万kW）と比べて、19万kW程度多い位置にあった。

４．2024年度追加オークションの開催判断に係る情報について
①メインオークション時からの増減の確認

17,000 18,000 19,000 20,000

目
標
調
達
量

確
保
さ
れ
て
い
る
供
給
力

17,699

700

18,399

18,423

（メインオークション時）

目標調達量

（追加オークション開催判断時）

目標調達量

増減分 ※１：H3需要増減（2021供計と2024
供計の差分）およびEUE見直し反映

（メインオークション直後）

確保している供給力

※２：メインオークション契約容量＋FIT電源等の期待容量
（事後的に織り込んだ石炭混焼バイオマスの供給力を含む）

※３ 追加オークション時 ：1,545万kW(+209万kW)
メインオークション時 ：1,336万kW

※４ 一定の蓋然性のある供給力 ：+120万kW
BS電源のひっ迫時に供出できる供給力 ：+66万kW

※５ 安定電源・変動電源 ：▲343万kW
発動指令電源 ：▲179万kW

FIT電源等の
期待容量増減

市場外供給力

市場退出容量

石炭混焼バイオマスの供給力

供給力（万kW）

調達オークションの開催判断
に用いる供給力
（目標調達量）

※３

※４

※５

※６

※１

確保されている供給力
(石炭混焼バイオマスの供給力含む)

追
加
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
開
催
判
断

209

186

▲523

※２

122

18,418

※６ 追加オークション時 ：674万kW(+122万kW)
メインオークション時 ：553万kW



27４．2024年度追加オークションの開催判断に係る情報について
②需要曲線と確保されている供給力の関係

◼ 追加オークションの需要曲線の原案にもとづいて、確保されている供給力の関係を確認した。

◼ 確保されている供給力は、需要曲線の内側で、目標調達量より＋19万kWの位置となる。

4,573円/kW
メインオークションの

全国の約定処理における
約定価格

調達オークションを開催 リリースオークションを開催
需給状況を踏まえて

開催を判断

上限価格における調達量
18,286万kW

目標調達量
18,399万kW

価格ゼロ円における調達量
18,955万kW

確保されている供給力(石炭混焼バイオマス含む)
18,418万kW
目標調達量との差＋19万kW



28（参考）追加オークション（全国）の開催判断について

第40回容量市場
の在り方等に関する
検討会資料より



29（参考）調達オークション（全国）が開催された場合の需要曲線と供給力のイメージ

◼ 調達オークション（全国）が開催された場合は、これまでの本検討会や国の審議会での整理のとおり、
応札後に、応札されていない分を確認して事後的に織り込む供給力（石炭とバイオマスの混焼を行
うFIT電源の供給力）として反映しながら供給曲線を作成し、約定処理を行うこととなる。

価格[円／kＷ]

15,019.5
(上限価格)

10,013
（指標価格)

182,862,450
(上限価格における調達量)

183,988,969
(目標調達量)

189,545,692
(調達価格ゼロにおける調達量)

調達量[kＷ]

674万kW
石炭とバイオマスの混焼を行うFIT電源の供給力

17,744万kW
石炭とバイオマスの混焼を行うFIT

電源の供給力を除く供給力



30４．2024年度追加オークションの開催判断に係る情報について
③追加オークションの開催判断（エリア別）について

◼ 第78回制度検討作業部会において、追加オークションの開催判断（エリア別）を行う際、供給信頼
度の不足する月が1年のうち数か月程度である場合については、安定供給確保を図りつつ、社会コスト
の増大を抑制する観点から慎重に判断をする整理が行われた。

◼ これを踏まえ、追加オークションの開催判断（エリア別）については、各エリアの年間の供給信頼度を基
準にして判断を行うこととし、年間の供給信頼度以外で判断を行う場合は、各月の供給信頼度や最新
の供給計画の需給状況を総合的に勘案しながら判断が行われるものとなると考えられる。

第78回制度
検討作業部
会資料より

※追加オークションの約定処理においても、開催判断と同様に各エリアの年間の供給信頼度を基準として扱う



31（参考）追加オークションの開催判断フロー

全国の開催判断開始

追加オークションの
需要曲線作成

追加オークション前の
供給力確保量の把握

全国開催はなし

目標調達量における
調達量を下回る？

NO

価格ゼロにおける
調達量を超過？

NO

調達オークション
全国開催

リリースオークション
全国開催

YES

YES

エリアごとの開催判断開始
（１エリアごとに判断）

各エリアの年間の
供給信頼度を把握※2

目標調達量における
供給信頼度(年間)を超過？

価格ゼロの調達量における
供給信頼度(年間)を下回る？

調達オークション
エリア開催

リリースオークション
エリア開催※3

YES

YES

NO

エリア開催はなし

NO

判断終了※4

※4 各月の供給信頼度、供給計画における需給状況を踏まえ
国の関連審議会等で実施について最終判断

※2 各月の供給信頼度についても把握

※1

※1 全国開催時

※3 各月の供給信頼度が
十分に確保されている場合に開催



32４．2024年度追加オークションの開催判断に係る情報について
④確保されている供給力を反映した場合の供給信頼度

◼ 年間の供給信頼度は、北海道、東京、九州エリアが目標停電量を超過し、結果として全国の目標停
電量を超過している。一方で、北陸、関西、中国、四国エリアは目標停電量を下回り、かつ調達価格
ゼロの調達量における供給信頼度が充足している。

◼ エリアで開催するとした場合には、調達オークションは年間で目標停電量を超過しているエリアで開催が
考えられる。その上で、調達オークションを一部の不足エリアで開催する状況においては、充足エリアでリ
リースオークションを実施した場合、同時に不足エリアの供給信頼度を悪化させることを踏まえると、リリー
スオークションは行わないことが考えられる。

年間 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

北海道 0.328 0.001 0.000 0.000 0.010 0.041 0.065 0.025 0.049 0.001 0.005 0.004 0.127

東北 0.022 0.004 0.000 0.003 0.002 0.005 0.000 0.001 0.007 0.000 0.000 0.000 0.000

東京 0.091 0.006 0.000 0.019 0.004 0.008 0.000 0.044 0.010 0.000 0.000 0.000 0.000

中部 0.015 0.000 0.000 0.000 0.000 0.002 0.000 0.000 0.000 0.000 0.013 0.000 0.000

北陸 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000

関西 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000

中国 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000

四国 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000

九州 0.395 0.017 0.127 0.001 0.006 0.031 0.001 0.000 0.000 0.010 0.089 0.106 0.007

全国 0.084 0.004 0.012 0.007 0.002 0.008 0.002 0.016 0.006 0.001 0.011 0.010 0.005

赤着色月：目標調達量における供給信頼度（目標停電量）を超過
青着色月：調達価格ゼロの調達量における供給信頼度を充足

単位： kWh/kW・月(各月)、kWh/kW・年(年間)

（四捨五入の関係で合計が合わないことがある）



33（参考）目標調達量算定時における各月供給信頼度

◼ 目標調達量算定時における供給信頼度（年間供給信頼度0.033）は、以下の算定条件により算
定し、追加オークションにおける不足エリアの判定を行う際の供給信頼度（目標停電量）※として用いる。

【算定条件】

➢ 各エリアの需要1kWあたりの年間供給信頼度が等しくなるように設定

➢ 各エリアにおいて設定する必要予備率を、各月H3需要に乗じて各月の供給力を算定

年間※ 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

北海道 0.033 0.002 0.003 0.004 0.003 0.003 0.011 0.002 0.001 0.001 0.000 0.001 0.002

東北 0.033 0.002 0.000 0.007 0.002 0.009 0.007 0.002 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001

東京 0.033 0.002 0.000 0.007 0.002 0.009 0.007 0.002 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001

中部 0.033 0.000 0.000 0.007 0.002 0.013 0.006 0.001 0.000 0.001 0.001 0.001 0.001

北陸 0.033 0.000 0.000 0.008 0.003 0.006 0.007 0.003 0.001 0.001 0.002 0.001 0.001

関西 0.033 0.000 0.000 0.008 0.003 0.007 0.007 0.003 0.001 0.001 0.002 0.001 0.001

中国 0.033 0.000 0.000 0.008 0.003 0.007 0.007 0.003 0.001 0.001 0.002 0.001 0.001

四国 0.033 0.000 0.000 0.008 0.003 0.006 0.007 0.003 0.001 0.001 0.002 0.001 0.001

九州 0.033 0.006 0.002 0.007 0.001 0.002 0.004 0.005 0.001 0.001 0.002 0.001 0.002

全国 0.033 0.002 0.000 0.007 0.002 0.008 0.007 0.002 0.001 0.001 0.001 0.001 0.001

単位： kWh/kW・月(各月)、kWh/kW・年(年間)

（算定の結果、目標値より変動する場合がある）
（四捨五入の関係で合計が合わないことがある）

※約定処理における不足エリアの判定基準としても用いる



34（参考）目標調達量算定時における各月供給信頼度

◼ 調達価格ゼロの調達量における供給信頼度（年間供給信頼度0.005）を次の算定条件により算定
し、リリースオークションの判定を行う際の供給信頼度として用いる。

【算定条件】

➢ 各エリアの需要1kWあたりの年間供給信頼度が等しくなるように設定

➢ 各エリアにおいて設定する必要予備率を、各月H3需要に乗じて各月の供給力を算定

年間※ 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

北海道 0.005 0.000 0.000 0.001 0.000 0.000 0.002 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000

東北 0.005 0.000 0.000 0.001 0.000 0.001 0.001 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000

東京 0.005 0.000 0.000 0.001 0.000 0.001 0.001 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000

中部 0.005 0.000 0.000 0.001 0.000 0.002 0.001 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000

北陸 0.005 0.000 0.000 0.001 0.000 0.001 0.001 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000

関西 0.005 0.000 0.000 0.001 0.000 0.001 0.001 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000

中国 0.005 0.000 0.000 0.001 0.000 0.001 0.001 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000

四国 0.005 0.000 0.000 0.001 0.000 0.001 0.001 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000

九州 0.005 0.001 0.000 0.001 0.000 0.000 0.000 0.001 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000

全国 0.005 0.000 0.000 0.001 0.000 0.001 0.001 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000

（算定の結果、目標値より変動する場合がある）
（四捨五入の関係で合計が合わないことがある）

単位： kWh/kW・月(各月)、kWh/kW・年(年間)



35４．2024年度追加オークションの開催判断に係る情報について
⑤2024年度供給計画の取りまとめ

◼ 第96回調整力及び需給バランス評価等に関する委員会において、供給計画とりまとめの報告が行わ
れ、短期断面（第１・２年度目）、長期断面の年間EUE評価が示された。

第96回調整力及
び需給バランス評
価等に関する委員
会資料より



36５．まとめ

◼ 最新の需要想定やNetCONEを反映し、2024年度追加オークションの需要曲線の原案を策定した。

◼ 確保されている供給力（1億8,418万kW）は、目標調達量（1億8,399万kW）と比べて、19万
kW程度多い位置にあることを確認した。

◼ また、各エリア・各月において、目標停電量等との比較を確認した。

◼ このあと、今回確認した内容をもとに、今後想定される需給状況等も踏まえて、国の審議会において追
加オークションの開催判断が審議されることとなる。（全国でオークションを開催する場合は、需要曲線
の原案についても審議される）

◼ 国の審議会の審議の後、追加オークションが開催される場合は、広域機関で需要曲線を公表する。

期間 概要

2024年3月28日
第54回容量市場検討会で追加オークションの開催要否検討結果
および調達オークションの需要曲線原案の報告

本検討会の後
（日程未定）

国の審議会（制度検討作業部会）において
追加オークションの開催判断、需要曲線の原案の審議（予定）

国の審議会の後
（日程未定）

広域機関において、調達オークションの需要曲線の公表（予定）
需要曲線の作成要領の公表（予定）

本日⇒
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2024年度2023年度

6月 7月8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

③
参加登録

④
需要（供給）

曲線
・

実施判断

⑤
約定結果

・
契約書締結

容量確保契約書締結の手続 ▲
容量確保契約の結果公表

事業者情報の登録

②
関連文書

・
説明会

パブ
コメ

パブコメ
対応

▲業務マニュアル公表

期待容量の登録

【募集要綱】

【業務マニュアル】
（参加登録、応札・契約締結編）

▲容量市場追加オークション募集要綱公表

約定結果の公表▲

実施判断▲

⑥
その他

電源等情報の登録

8月 9月

実効性テスト(夏) 実効性テスト(冬)
ベースロード市場開催

1回目▲供給計画に基づく
需要想定更新

事業者向け説明会

期待容量等算定諸元一覧の
登録受付

需要(供給)曲線の公表▲

容量停止計画の調整

需要(供給)曲線作成要領案▲
需要(供給)曲線（イメージ案）

応札の受付

1月24日

1月29日

1月30日、2月1日

2月9日～2月16日
2月9日～3月8日

3月21～4月5日

4月24日頃

4月24日頃

5月10日～5月22日
5月23日～5月29日

6月末頃

7～8月頃
9月頃

▲容量確保契約の変更または解約の確認期限日
①容量システム上での市場退出表明 3月8日
②市場退出表明書の提出 3月29日


